
２００６茨城大会（１４４MHz）での

私の判断と行動

２００６年１１月１９日（日）
於 水戸森林公園

安島 巧



初めに

このドキュメントは、ＡＲＤＦ競技に参加したと
きに、私がどういう場面でどういう判断をしたか
を記憶を頼りに記録したものです。
従って、「こうすべき」という正解を記載したも
のではありません。
ＡＲＤＦに参加した一競技者の話として、主に
初心者の皆さんの役に立てられればと思って
作成いたしました。



あなたならどう攻めますか？



①スタート地点にて地図読み
スタートとゴールは山の上にある。
TXは７５０ｍ円の外側にあるので、
うまくTX間で移動しないと、いちいち

山に登ってくることになりかねない。
スタート方向にある水色の道が
今日の移動メイン道路と読む。



②受信開始地点（その１）
道は下り道である。比較的標高の高いうち
にきちんと測方しておきたい。２ｍの場合は
高いところで測方するのが基本中の基本。
さらに１点での測方結果を絶対に信じては
いけない。反射の影響があるからだ。
１～２ｍ移動したところでも方位・強度が
変わらなければ、はじめてその測方結果が
本物であると判断する。
私の場合、歩きながら測方する。

受信開始地点付近では、
一通り聞いてみて、各TXの大まかな方向

と距離感をつかみ、まわる作戦を立てる。



③受信開始地点（その２）
TX３，４，５は地図左上にあり、TX1,2

は地図右側にあることがわかった。
TX1が最も強く、次にTX3,4辺りが強い。
TX2は遠くにあるのか影に隠れているのか

信号は弱い。
まわる順はTX1→２→（３，４，５）とした。
なお、この時点で私はTX2の方位を

間違えている。
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④メイン道路交差点
ターゲットのTX1の測方を交差点でする。

測方を交差点ですると良いのは、
結果に基づき行動しやすいからだ。
結果は北東方向、道なり。

道を下っていくと、前の組の選手たちが
集団状態で登ってくる。ということは
TX1は見つけやすいに違いない。
TX3,4は安定して強いが、
下るにつれてTX2が急激に弱くなってきた。
TX2が弱いのは距離があるだけでなく。

間に山などの障害物があるということだ。
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⑤TX1
道沿いにあり。目視でGET。
TX2も弱くなってしまったので、

とりあえず交差点まで
ゼイゼイ言いながら戻ろう。
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⑥メイン道路交差点
交差点までの坂を上りながら、
TX2を測方。少しずつ信号は強く

なるが、方向は南東。
７５０ｍ円を出るには、坂を下りきら
なければならない。坂を下る覚悟を
決める。
道をひたすら下る。 TX
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⑦単調な見晴らしの良い道
ずいぶんと降りてきた。TX2は

道の進行方向にあるが
方位としては東南東方向。
何かおかしい。
進行方向先で交差している東西道路を、
西方面に三村さんが走っているのが見える。
「もうTX2を取って山の南側からTX5に回り

込むんだ。一緒のスタートだったのに、
さすがにはやいなぁ」
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⑧平地の車道
完全に車道までおりてきたが、
方位がどうもおかしい。
地図上は東西だが、磁石では
６０度くらいずれている。
交差点案内図の道路標識の
交差点形状を見てきづく。
「道なりに下りてきたが、一本
東側の道路を下りてきたのだ」
こうして、真の位置を把握する。

しかも測方するとTX2は山側。

「やられた。来過ぎた。」

真の位置

思い込みの位置

形状に特徴がある交差点

TX2

１



⑨戻り道
とぼとぼと戻り始めるが、
最初の分岐のところでＴＸ２
が鳴く。
「分岐の奥だ！近い！」
右折して一気に走りこむ。

形状に特徴がある交差点
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⑩ＴＸ２
信号が強烈になるとともに
方向が右方向に。
その方向を見ると祠（ほこら）がある。
「ここだ。裏にあるに違いない」

ここでＴＸ２ゲット。

形状に特徴がある交差点

TX
2

２



⑪メイン道路谷間
しばらくは移動に徹する。
ひたすらひたすら坂を上り、
メイン道路交差点を過ぎてからは
やっと下りで、ＴＸにも耳を傾ける。
両側が山のところ（谷間）でＴＸ３
が聞こえたので測方。
右側の山方向。道があるわけでもなし、
それほど強くはない。これは反射と判断
し、さらに下る。
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⑫メイン道路谷間抜け
谷間を抜け、開けたところでＴＸ３測方。
手ごたえのある強さ。先ほどのは完全に
反射と確信。
前方の山にある可能性もあるので、
山に入る道がないか見ながら、更に進む。
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⑬ＴＸ３
ＴＸ３が鳴くと、前方道路にいた人たちが、
右側に駆け込んでいく。そこまでいくと、
右側は駐車場で、その端にＴＸ３が見える。
なんなくＴＸ３ゲット

ＴＸ４は西方向（緑円）にある。「下から
攻めるか、上から攻めるか」
下の道（地図上は北側）は直線で起伏も
なく移動しやすい。しかもいくつかある谷や
道は道路とほぼ直角で見通せるため（青
点線矢印）、順番に測方していけば、
登るべき道がわかる。青点線方向に見上げ
たとき、背後の山からの反射波を拾う
可能性もある。２ｍは谷が一番怖い。
安全策をとって、上から（南側から）
攻めることにした。２ｍは判断に迷ったら、
高いところを目指すべし。
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⑭心臓破りの階段
心臓破りの階段を登る。登りきった
ところでＴＸ４が鳴く時刻を迎えたかったが、
寸前で時間切れ。見通しのきく、高いところ
での測方結果の信頼度は高いので、
まことに残念。
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⑮ひたすら登り
ＴＸ４を右側に測方しながら、ひたすら
車道を登った。右に折れて、谷に下りて行き
たい誘惑と戦いながら．．．
それほど、谷は怖い。測方結果の信頼度
が無いことに加え、登って戻るのに精神的
以上に体力的ダメージがあるからである。
確度が高くなければ、谷に下りてはいけ
ない。
と、頭では理解していても、結局誘惑に
負けて下りることにした。

TX４

TX４

３

２



⑯禁断の谷
谷を下りていっても信号は強くならない。
道が交差し、少し広くなったところで測方する。
交差点での測方が良いのは、測方結果で
即移動できるからである。
信号は強くなく、左の山方向である。しかし
谷間なので、その方向の信頼度は低い。
「とにかく高いところに登ろう！」
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⑰高いところに登る
出来る限り高いところに登り、
ＴＸ４があると思われる方向がなるべく
見渡せられるところを目指した。
「なんてこったい。山の向こう側に
ありそうだ。少なくとも山の手前ではない。
（山の手前ならば、もっと強烈に入っている
はず）」

TX４山
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⑱車道まで登る
意外ときつい上り坂を登り、
交差点へでる。ＴＸ４は右方向にあるはず
だが、道は２本ある。細い道から何人かの
選手が出てきたので、細い道を選び、
入っていく。
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⑲ＴＸ４
高台の広場まで来る。広場といっても
腰の高さまで草木がある。とりあえず、
ここでＴＸ４が鳴くまで待つ。
「前方だ！」
道なりに進んでＴＸ４をＧＥＴ
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⑳交差点
先ほどの交差点まで戻る。ＴＸ５は
右方向にあることがわかっていて、
時間的にも充分余裕があったが、
雨が降ってきたので、ＧＯＡＬに戻る
ことにした。
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２１ ＧＯＡＬ
雨がひどくなってきた。ＴＸ５に
行っていたらずぶぬれになるところ
だった。
タイムは１１０分／１５０分
ＴＸは１，２，３，４をゲット（Ｍ４０）
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